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温泉分析はその結果を単に泉質の分類,医 治効果の判定に役立て得るのみならず,温 泉の湧出賦
存機構の解明,泉 回本化,成 分変動の原函等,地 球化学的諸問題の究鞠のためにも有力左資料を
提供する。それはあたか竜血液の成分変勤,麺 中酵素の測定をもつて 、病態の解明をはかるのに
似ている。従つて分析結果の集積が第一に宥効左手段 として要求される。そして太秦の提唱して
いる如 く.温 豪慨筆にはできるだけ多数の寂源について,一 定の間隔を鉛いてくわ返 し分析を行
左うこと ・微量成分についても近代的機器の導入によリデ願ターを集揮する必要がある。
今回著君は研究対象として飯坂温泉を選び,そ こに窺存する濁出状況を異にす る2つ の温泉群
の賦存機構の解明に努めた。飯坂濫泉に関するこのよう攻報告は戦前,戦 緩を通 じてわずかに市
川,小 幡が著者の分析結果を解析して,飯 坂地区に携出する温泉は,同 一熱水系の温泉に冷地下
水が流入 して,成 分含量輸よび温度の低下をきたしてレ・るだけであつて,地 下水の混入劉合が煙
うだけであると述べた報告がみられるのみである。
舗 はこのよう顔 来の考紡 ・強 わち}様撒 諏 騨 を抱き蓄し働 球化学螺 系緯立
つた鰯 を試みた・ザ 顯 唖 況と泉臨 ・H・主戴 分の分鰍 況総 線 温と毎 鞭 な
らびに各主要成分相互間の相関々係を再検討 し,つ いで泉温低下の原因を分析燦学的に考察 したg
飯藪濫泉地区はこのよう左目的にぼ きわめて興味 ある情報を提供した。そ'れは河川を境としては
疫はだしい泉温低下,成 分含量の減少,湧 畠量の減進を示サ地区が存在するか らで.ある。そして






(ユ)纒泉の泉温低下には単に地温の低下(冷 却)に ょる場合 と冷地下水の滲透による希釈のため,
成分含量の滅少と同時に泉温の低下をきたす場合の2つ の場合が ある。そ して地下永にも成分含
量の希薄左地下水と高饒度の地下水の2種 類があつて,後 者が鰺透合流する場合には泉温の低下




(2)飯坂 潟泉 には 低温,希 薄 左浅層 冷 地下:水の 滲 透 に よ り 辱希 釈 され て低温 化 してい る もの と...
　
他:方高濃度の深屡冷地下水の滲透を受け左がら、あまり希釈を受けずに低温化の傾向にある竜の
との湧出,賦 存機構を異にする2つ の温泉源群の存在が証明され,か つその希釈水の本態としで
実在する数種の地下水を確認秘た。
(3)両温泉源群はその泉質,泉 瀞,湧 出:量等の現況,主 要成分の分布・,泉潟と成分含量との相関
惟など,す べての点において弱らかに区ガけ ることができ,等 潟度,等 隈度線を作成すると飯抜潟泉は
現在その約半分が囲発されているのみで,残 匂の半分は未露発の控唾残されていることが暁らかとなつた。
(4)両温 泉 源 群 の成 分 分 布,泉 温 と成分 含 量 との相 関 性 の椙違 す る境 界,す 左わ ち両 群の 等温,.
等濃度 線 の描 く2つ ρ同 心 円の接 慮 と地 質 構 造上 の岩脈 の存 在位 置 とが 一 致 す る こ とか ら ・岩脈
の不 透 水性 が そ の温 泉賦 存 の状 態 を 分 けて いる と結 論 で きる 。
(5)温泉 中 の常在 金 属 歳分K:,Ka,Ca,Mg,Fe診A1論 よび微量 成分Gu,.srを 原 子 吸 光法 を
応 用実 施 して煩 雑 な前処 理 の 必要 は ほ とん ど左 く,在 来 の 方法 に比 して簡 易 寮つ 迅速 に定量 す る
こ ζが で きた。特 に.Srの 場 合,温 泉 水 の 蒸 発残 査 の発 光分 光分析 の結 果 と よ く一 致 し,在 来 分
析 され て い 左い飯 坂温 泉 中 の そ の含 量 を定 めた。
⑥ ジル コ ニ ウム ℃ア リザ リン試薬 を 用 い る.フッ素 の 比 色定 量法 に対す る妨 害 成 分 の 影響 に つ い
て!Fe2← 、彫3→ 一,MI12+,:POI一 お よび7ル カ リ度 に つ い℃ は従来 知 られ て い るの ど同
じ結果 を得 た が 、SO影 の影 響 につ いて は か 左 り相 違 し 竃00pp皿 です でに(+)の 誤差 を生 ・
ず るほ か,特 にpH2,50以 下 で 同様(+)の 誤差 を 生 ず る こ とを知 つ た。1また ・K:+,、Na+, .
c・2+・Mg叶 規 びB・rの 影 轍 つ 瞬 新 し購 辮 鰍 ・た・
葺5γ 茜
審 査 結 果 の 要 旨
本論文は温泉化学によつて得 られた多くのデーターを基にして,瀧 泉の載存機構の解明を丹藪
つたものである。.対象としては鍍坂温泉をえ らび.そ こに現存する湧出状況を異にする2つ の漿
、巣群の賦存機構 について論じている。従来飯藪濫泉について信 じられていた学説は一様希釈1梛受5
ち,こ の地区のすべての漉泉は 同}熱 水系の温泉に冷地下水が流入 して,成 分含量燈よび含暴低
下を巻たした竜ので,地 下水の混入劇合の差によつて種 πの群を形成 しているのだという説であ
つた。
著者はこの点に疑閥をいだきヂ杢ず泉質の現況と泉温,Pヨ9主 要成分の分布状況の魑覆闘係
を検討 した。つ いで泉濃低下の原賄を分析化単的に考察 した。その結果甚だ興味あることには,簸
坂地区 と旧湯野地区は演川の中にある岩脈によってはつきう区別されることが判明した。ぞ托は,






奉きて も戒分の減少はあまりな く,結 果的には地温の低下(冷 劫)に よるのとあ漆り変 らない性
状を示す。 このように泉温低下にも成分の減少を俸 う場合とそれを伴わない場合との2形 熊がみ
る・鰍 融 照 臨 希麟 獺 樋 下蘭 滲透によ購 郷 れ墾 靴 しているも㊧卸
悩方高濃慶の深爆冷地下水の滲透を受けながら.あ まク希釈 を受けずに低温化の傾向にあるも{わ
とがあウ・こQよ うに湧出 ・賦存機構を異にする2つ の温泉豚群の存在が証明されだ。さうにそ
の希釈水の本態として実在する数種の地下水を確認 した。
次κ これまでの多 ぐのデーターを整理することに より。両濫泉隠群はその泉質,泉 温,湯 出量
等の現況,.主:要成分の分布 ・泉温と成牙含量との相関性など,す べての点鰐論いて明ら卯(区 別
することができ,等 温度,等 濃度線を作成すると飯坂温泉は鏡在その約半分が開発されているの
みで,残 りの半分は未開発の寝ま残されていること力期 らかになつた。.
両温泉源群の成公分布,泉 温 と成分含量との絹関性の相違する境界,す なわち爾群の等温,等
濃度線の描ぐ2つ の岡心円の接点と地質構造上の岩脈の存在位鐙どが一一致すること'から,岩 脈の
不透水性がその温泉賦存の状態を分けて"る と結論できる。
以上述ぺた解析に絹い允温泉分析法に関 しても多 ぐの改良や発見がなされている。 このように
本論夕:は潟泉化学,地 球化学の観点から多 ぐの薪知見を得たものであつて博士論文として価値あ
るものと1;忍める。
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